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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 1 3 0 0 2 2 1 3 0 0 0 0
2 * 0 0 4 12 2 2 1 0 2 2 2 4 0 0
13 * 0 0 2 7 3 4 3 6 8 14 2 2 0 1
24 * 4 15 4 6 1 1 1 0 6 6 1 1 0 0
25 * 1 10 1 5 1 2 2 1 10 11 3 5 0 0
31 0 2 5 0 0 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
32 0 0 0 6 6 0 0 3 2 4 6 0 1 1 0
34 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
39 0 0 0 2 5 0 0 3 2 1 3 0 1 1 0
55 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
56 * 0 0 1 3 1 1 2 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 0 0 2 6 10 2 5 1 4 4 8 2 0 1 0
9 * 0 2 3 11 2 2 3 4 8 12 1 0 1 0
11 * 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 0 1 2 0 3 0 0 4 0 1 1 0 1 0 0
20 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
35 0 0 0 0 2 1 2 0 0 6 6 0 0 0 0
64 * 1 3 3 7 1 2 1 2 3 5 0 1 0 0
79 * 0 4 0 1 0 0 4 1 4 5 2 5 2 0
82 0 1 5 1 3 2 2 2 0 3 3 0 2 0 0
99 * 0 1 8 18 6 8 2 4 6 10 0 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
15.0% 38.3%RATE

吉永 大器 -

66.7%

Team / Coach:

合　　　計
22.6% 42.9% 80.0%

芦屋大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

山本 晃央 1

-

３Ｐ

高木 憲章

2

武田 賢章

0

7 34

田中 尚樹 6 37
13

9
4

7

-

4
-
-

-

0 -
0

高見 克成

-

須藤 寛太 0

0
荒屋 伸太朗 4

山田 渉 3
0 -

71
RATE

２Ｐ

開始時間

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

太田 芳熙 12

69

敗チーム

16

33

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

71

勝ち点 3

11:30
会　　場 東大阪アリーナ

甲南大学

土森 彬史 6

男子 ２部リーグ戦

PTS

227

試 合 日 2016.09.18

藤井 和月 21

記録 関西学生バスケットボール連盟

9
岩崎 秀飛 10 34
小坂 旋夏

芦屋大学

主審 川路 宗勅 副審 木村 晃伸

勝ち点 2
コ ー ト

戦評
【総括】関西2部リーグ戦6日目第2試合は、共に勝ち点2の甲南大学と芦屋大学の一戦となった。甲南大は#2岩崎、
#24藤井のアウトサイド中心で、ゲームを組み立てる。対する芦屋大は#99高比良のインサイド中心で、ゲームを組み
立てる。序盤は両者譲らず点の取り合いとなり、最後まで互角の展開が続いた。どちらが勝つかわからないシーソー
ゲームが終盤まで続き、第4ピリオドの残り1秒で甲南大#24藤井がブザービートでシュートを決めて、69-71で甲南大
学の勝利で幕を閉じた。

【第1ピリオド】開始約1分間は両チーム激しいシュートの打ち合いとなったが、互いにシュートが決まらない展開が続
いた。そんな中、芦屋大#64大城の3Pシュート、#9天日の速攻が決まり流れを掴むかと思われたが、甲南大も＃24藤
井のバスケットカウントと3Pシュートで流れを渡さない。その後も芦屋大#99高比良の3Pシュートに対し、甲南大#24藤
井も3Pシュートを入れ返すなど一進一退の攻防が続く。18-18の同点で第1ピリオドを終える。

【第2ピリオド】第2ピリオドは開始3分で芦屋大が得点を重ね、18-25と甲南大を突き放しにかかる。流れを変えたい甲
南大は#56山田がバスケットカウントを決めるが芦屋大は確実に得点ていき、甲南大の追撃を許さない。残り4分にな
ると甲南大は#24藤井、＃31土森の連続3Pシュート、#32太田のレイアップシュートの3連続得点で反撃の狼煙をあげ
ると、再び#31土森の3Pシュートで同点とする。甲南大はその勢いのまま試合を進め、37-36の甲南大１点リードで第
２ピリオド終了。

【第3ピリオド】第3ピリオドになっても甲南大の勢いは衰えることなく、#24藤井、#13武田のジャンプシュートなどで
徐々に点差を広げていく。流れを変えたい芦屋大はタイムアウトを要求すると#99高比良がインサイドを手堅く攻め点
差を徐々に縮める。その後、甲南大は#2岩崎のバスケットカウントとジャンプシュート、芦屋大は#6高井のジャンプ
シュートなどで得点し、再び互いに譲らない展開となる。58-51の甲南大7点リードで第３ピリオド終了。

【第4ピリオド】第4ピリオド、7点差を追いかける芦屋大は#99高比良がインサイドで奮闘し、#64大城も素早いドライブ
からレイアップシュートを決め流れを引き寄せようとする。しかし、甲南大も#2岩崎がバスケットカウントを決め意地を見
せる。なんとか追いつきたい芦屋大だが、甲南大は#24藤井が3Pシュートを決めるなどなかなかその背中に追いつく
ことができない。残り12秒、2点ビハインドで芦屋大は#6高井がフリースローを獲得するも２本ともに決めることができな
い。しかし、そのルーズボールを#9天日がシュートに繋げ、同点とするも、甲南大は#24藤井がブザービートでジャン
プシュートを決め71-69で試合終了。

試合ＮＯ

戦評 瀧尾 春紀(大阪大)
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